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統合新校の学校指定品について 

 

１ 目的 

統合新校の学校指定品選定について、選定方法及び選定までの流れについて協議する。 

【参考①】「学校における通学用服等の学用品等の適正な取り扱いについて（通知）」 
（平成 30 年 3 月 19 日付け文部科学省通知）概要抜粋  
・学校及び教育委員会は、学用品等の購入について保護者の経済的負担が過重なものとならない
よう留意すること。 

・通学服等の選定や見直しについては、最終的には校長の権限において適切に判断すべき事柄 
であるが、その際には保護者等学校関係者から意見を聴取した上で決定することが望ましい。 

【参考②】 「性同一性障害に係る児童生徒に対するきめ細やかな対応の実施等について（通知）」 
（平成 27 年 4 月 30 日付け文部科学省通知）概要抜粋  
・性同一性障害に係る児童生徒については、学校生活を送る上で特有の支援が必要な場合がある
ことから、個別の事案に応じ、児童生徒の信条等に配慮した対応を行うこと。 

項目 学校における支援の事例 

服装 自認する性別の制服・衣服や体育着の着用を認める。 

髪型 標準より長い髪形を一定の範囲で認める。（戸籍上男性） 

水泳 上半身が隠れる水着の着用を認める（戸籍上男性） 

運動部の活動 自認する性別に係る活動への参加を認める。 

 あ 

 

２ 選定方法及び学校指定品の決定 

統合準備委員会において、児童生徒・保護者アンケート等を実施し、保護者等学校関

係者の意見を聴取した上で、統合新校の学校指定品を選定する。 

 

３ 今回選定する学校指定品 

制服（標準服）、体育着、通学カバン 

上履き、体育館履きについては、現在のものを元に学校部会で選定する。 

 

４ 導入時期 

令和７年４月 適用学年：全学年（２・３年生は、従前指定品の併用選択制） 

 

５ 児童生徒保護者アンケートの実施 

生徒、保護者、教職員のそれぞれの意向を確認するためのアンケート調査を実施する。 

統合準備委員会において、アンケート結果を基に学校指定品選定のための方針（コン

セプト）を決定し、学校指定品の選定を行っていく。 
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６ 学校指定品選定スケジュール 

現段階での選定スケジュールについて 

時期 制服（標準服） 体育着・通学カバン 

本日 

7 月 11 日 

・選定方法・スケジュール等の決定 

・パートナー業者選考プロポーザル 選定委員選出 

今週中発送・ 

7 月 25 日迄 

児童生徒・保護者アンケート発送・実施 

8 月 29 日 

（火） 

第 3回統合準備委員会 

選定方針・業者選定方法の決定 

9 月～10 月 

パートナー企業選考プロポーザル 

①業者への通知 

②プレゼンテーション実施 

 ⇒ 10 月 23 日（月）午後 

③パートナー企業決定 

パートナー企業募集 

①業者への通知 

②サンプル提供依頼 

10 月中旬～

12 月下旬 

制服等デザイン検討  

1 月上旬 
新制服モデル展示 

児童生徒・保護者アンケート実施 

新体育着等モデル展示 

児童生徒・保護者アンケート実施 

1 月下旬 
統合準備委員会 

制服（標準服）最終決定 

統合準備委員会 

体育着・通学カバン最終決定 

令和 6年 

4 月以降 

①決定業者との契約 

②販売店等の選考 

③販売・受注に関する検討 

④販売開始（～採寸・納品） 

①決定業者との契約 

②販売店等の選考 

③販売・受注に関する検討 

④販売開始 

 

・パートナー企業選考プロポーザル 選定委員選出について 

役割：パートナー企業選考のためのプロポーザルにおいて、応募のあった各企業が 

プレゼンテーションを行い、それを基にパートナー企業選考・審査に参加する。 

 ※プレゼンテーション実施日：１０月２３日（月）午後 

 

選考委員案 

 ※プロポーザルに関連するため資料削除 
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７ 学校指定品アンケート 

１調査概要 

対象 者：①中学校 1年生から 3 年生 生徒 

②塩山中及び塩山北中学校 保護者（1世帯 1名） 

③塩山中及び塩山北中学区 小学校４～６年児童 保護者（1世帯 1名） 

④塩山中学校及び塩山北中学校 教職員 

調査方法：Google フォームを利用したインターネット回答（ICT 端末を活用） 

調査期間：7月 14 日（金）から 7月 25 日（火）まで 

調査結果：新制服の検討にあたり、実際に着用している中学生や保護者、教職員から

広く意見やニーズを集め、統合準備委員会での協議の一助とする。 

なお、アンケート結果が、学校指定品の全ての決定とするものではない。 

２調査項目 

（１）調査回答者の情報について 

問１－１ あなたのことを教えてください。（お子さんが 2 人以上いる場合は、上の

お子さんの学校で選択してください。） 

①中学 1年～3年生 ②中学生の保護者 ③小学生の保護者 ④教職員 

問１－２ 性別 

①男 ②女 ③その他（答えたくない） 

（２）制服（標準服）について 

問２－１ 統合新校は、ユニバーサルデザインで多様性に配慮した制服導入を検討し

ています。新制服（冬服）のは、どちらのタイプが良いと思いますか。 

①ブレザータイプ（上着：無地・ズボン又はスカート：チェック柄模様）  

②スーツタイプ（上着・ズボン又はスカートともに無地） 

問２－２ 新制服のイメージとして重視したいポイントについて（3つ選択） 

①清潔さ ②明るさ ③知的さ ④個性的 ⑤爽やかさ ⑥可愛らしさ  

⑦伝統  ⑧上品さ 

問２－３ 新制服で、特に配慮していくべきことポイントについて（3つ選択） 

①機能性（着心地・動きやすさ・軽さ） ②耐久性（３年間着用できる）  

③経済性（価格が安い）  ④清潔面（洗濯できる・汚れにくい・防臭抗菌 

機能がある。シワになりにくい） ⑤安全面（反射材がついているなど）  

⑥成長への対応ができる（裾や丈が伸ばせる。）  

⑦アイテムの選択ができる（スカート・スラックスが選べる、リボン・ネクタイが選べる。） 

⑧デザイン性（外観のカッコよさ、可愛さ）  ⑨特にこだわりはない。 
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問２－４ 新制服として、夏服の指定について。 

①ワイシャツ ②ポロシャツ ③ワイシャツとポロシャツの併用 

問２－５ 統合新校の制服（標準服）の必要性について。 

①制服があったほうが良い ②制服はなくてもよい 

問２－６ その他 制服（標準服）に関するご意見など（自由記述） 

（３）指定体育着（運動着）について 

問３－１ 長袖上着のファスナーについて 

①なし ②半ファスナー ③全ファスナー 

問３－２ 長袖ズボンの裾（足首）のゴムについて 

①あり ②なし 

問３－３ 体育着に求める優先事項 

①デザイン ②機能 ③価格 ④その他 

問３－４ その他、体育着に関する意見など（自由記述） 

（４）通学カバンについて 

問４－１ 指定通学カバンに求める優先事項について 

①デザイン ②機能 ③価格 ④その他 

問４－２ その他、指定通学カバンに関するご意見など（自由記述） 

（５）その他 自由記述 
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校歌・校章・校旗の取り扱いについて 

 

１市教育委員会の対応の方針 

「校歌・校章・校旗については、現在の「塩山中学校」のものを使用する。」 

 

２ 協議上の資料（根拠等） 

校歌・校章の制定は、学校設置の要件ではなく根拠法令もないが、従前から生徒・保

護者等の帰属意識や連帯感を高めるなど学校を象徴するものとして、ほとんどの学校で

製作されている。 

・校章は、学校を象徴する紋章。学校への所属を表し，他校との識別のために用いら

れる。校章には、校名をデザイン化したもの。地名・地域のシンボル、目指す教育

目標が具象化されたものなどが主流である。 

・校歌は、学校の学生・生徒・児童や教職員が学校行事の際に唱う歌のこと。 広義に

はその学校公認の歌、学校にまつわる歌（生徒会歌・応援歌）もすべて校歌ともい

えるが、一般的な用例としては、広義の意味を示す言葉としては「学校歌」という

括りを用い、それらの学校歌の中でも特に最もその学校を代表するに相応しい歌を

「校歌」と称してその他の一般的な「学校歌」とは区別するのが通例である。 

 

３ 協議の論点・方向性 

校歌（校章）の取り扱いに関する協議の方向性としては、「新たな校歌（校章）を制定

する。」または、「統合対象校の既存の校歌（校章）を引き継ぐ」のどちらが望ましいか

という視点での協議となる。 

「新たな校歌（校章）を制定する。」とした場合には、制定方法の協議も必要。 

※前回アンケートとの意見があったが、アンケートを実施する場合は前段階において 

結果の取り扱いの検討が必要。 

⇒ 塩山中と塩山北中で人数的に大きな差がある中での「対等」の概念について 

統一性を図ることが必要 

 

新たな校歌（校章）を制定する場合の制定方法について 

【校歌制定の方法（他市町村等の事例から）】 

①公募による制作 

②作曲家等への委託による制作（デザイナー等への委託による制作） 

③学校関係者（生徒含む）による制作 

④その他 
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参考 

 

塩山中学校 校歌 塩山北中学校 校歌 

 

作詞 校歌制定委員会 

作曲 坂口 五郎 

 

 

一 朝日に映ゆる 富士ヶ嶺の 

  高き姿を 仰ぎつつ 

  ああ歓びの 窓べより 

  自由の空に 望むなり 

  塩山中学 ひかりあり 

 

二 知徳を磨き 身をきたへ 

  ゆくて明るき 自治の道 

  あゝ花薫る 学舎に 

  民主の文化 培はん 

  塩山中学 ほまれあり 

 

三 川瀬清けき 重川や 

  塩の山びこ 若力 

  あゝ美はしき 春秋に 

  あこがれ歌ふ この集ひ 

  塩山中学 栄あり 

 

作詞 藪田 義雄 

作曲 小山 章三 

 

 

一 山峡のふところ深く 

  わが郷は歴史を刻む 

  雲は青く人は寄りて 

  われら、われら、われら 

  朝夕の目地に親しき 

  大菩薩 心の友よ 

 

二 重川の流れに沿いて 

  沢いくつ連なるところ 

  声は若く風と興る 

  われら、われら、われら 

  塩山の北に屯し 

  若人の雄叫びあがる 

 

 

 

 


